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創出、活気ある日常を
算を可決！
 和６年度一般会計予算総額を418億5936万円に。

　

令
和
６
年
第
４
回
能
登
町
議
会
９
月
定
例
会
議
を
９
月

６
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
開
会
し
、
町
長
提
出
議
案
件
14

件
、
令
和
５
年
度
決
算
の
認
定
７
件
が
提
出
さ
れ
た
。
議

案
は
令
和
６
年
度
の
補
正
予
算
の
ほ
か
条
例
改
正
や
請
負

契
約
の
締
結
な
ど
で
あ
り
、
議
案
は
各
常
任
委
員
会
、
認

定
は
決
算
特
別
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
審
査
し
、
全
議
案
を

可
決
及
び
認
定
し
た
。

　

17
日
に
は
９
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質

問
を
行
っ
た
。

主な補正予算
○総務費（２億6135万円）
・海洋深層水を活用した海ぶどう養殖施設創業にかかる補助金の追加
・デマンドタクシーのニーズ調査に対する補助金の追加

○民生費（３億5821万円）
・仮設住宅に入居する高齢者世帯や要配慮世帯等への見守り強化に要する費用を追加
・災害弔慰金にかかる費用の追加

○衛生費（41億6821万円）
・奥能登クリーン組合焼却施設の復旧費及びＲＤＦ棟解体に伴う負担金の追加
・公費解体の見込み数増加による増額と、自費解体に対する補助金の追加

○農林水産業費（９億2114万円）
・被災農業者の早期営農再開を図るため農業機械の再取得にかかる補助金の追加
・高倉漁港の修繕に要する県営漁港整備事業負担金の追加

○商工費（１億2307万円）
・ふれあいの里施設（柳田植物公園）に大型遊具を設置する費用の追加
・営業再開のための仮設店舗の整備にかかる補助金の計上

○土木費（２億6566万円）
・道路除雪機械１台の購入補助金の追加
・被災し居住不能となった公営住宅34棟の解体経費の追加

○消防費（77万円）
・全国消防操法大会への旅費の追加
・消防団ポンプ自動車の修繕料の追加

○教育費（2026万円）
・小間生公民館エアコンの修繕費、秋吉公民館建設にかかる実施設計費の追加

○災害復旧費（43億1745万円）
・松波小学校基本設計にかかるプロポーザル審査委員会に要する費用の追加
・能登消防署、内浦総合支所、上町分団詰所等の復旧工事費の追加
・被災した集会所の解体に要する費用の追加
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生活再建､ にぎわいの 
取り戻すための補正予 

９月定例会議

一般会計補正予算に104億3611万円を追加し､令 

その他の主な議案
○請負契約の締結
・柳田小学校長寿命化改良（予防改修）工事（建築）　
　　北能産業株式会社　代表取締役　福池　功
・柳田小学校長寿命化改良（予防改修）工事（電気設備）
　　鳳珠電気工事株式会社　代表取締役　川畠　嘉浩

○財産の取得
・パーソナルコンピュータ120台　取得価格2201万１千円（株式会社 千間啓文社）
・消防ポンプ自動車１台　取得価格2618万円（長野ポンプ株式会社　七尾営業所）

復旧工事が急がれる農地災害 ふれあいの里施設（柳田植物公園）に設置される大型遊具

９月定例会議の模様



❹❹

議案をチェック・常任委員会レポート

議
案
を
チ
ェ
ッ
ク

議
案
を
チ
ェ
ッ
ク

９
月
定
例
会
議
の
議
案
質
疑

問
馬
場　

等　

議
員

答
建
設
水
道
課
長

　

地
震
で
被
災
し
た
、
鵜
川

団
地
、
波
並
団
地
、
も
ち
の

木
団
地
、
枇
杷
坂
団
地
の
一

部
を
解
体
す
る
。
ま
た
、
修

復
が
困
難
な
城
野
団
地
９
号

棟
、
わ
す
み
団
地
４
号
棟
も

予
定
し
て
い
る
。　

問
馬
場　

等　

議
員

答
健
康
福
祉
課
長

　

緊
急
通
報
装
置
を
導
入
す

る
費
用
。
65
歳
以
上
の
独
居

高
齢
世
帯
、
要
配
慮
世
帯
等

の
見
守
り
強
化
の
一
環
と
し

て
計
上
し
た
。

　

災
害
対
策
費
で
、
仮
設

住
宅
に
入
居
す
る
高
齢
者

世
帯
や
要
配
慮
世
帯
に
対

す
る
見
守
り
強
化
の
内
容

と
は
。

総
務
産委
業員

建

会

設

　

𠮷
田
義
法
（
委
員
長
）

　

小
浦　

肇
（
副
委
員
長
）

　

南　

正
晴　

酒
元
法
子

　

河
田
信
彰　

志
幸
松
栄

問
　

除
雪
機
械
の
購
入
費
は
何

台
分
か
。

答
　

２
分
の
１
補
助
、
限
度
額

５
０
０
万
円
で
１
台
分
を
計

上
。

問
　

会
計
年
度
職
員
を
採
用
す

る
理
由
は
。

答
　

休
職
者
へ
の
対
応
で
事
務

補
助
の
た
め
任
用
す
る
。

問
　

柳
田
植
物
公
園
に
新
設
さ

れ
る
遊
具
で
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
ブ
ラ
ン
コ
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
計
画
で
設
置
さ
れ

る
の
か
。

答
　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ブ
ラ
ン

コ
は
幼
い
子
や
障
害
の
あ
る

方
な
ど
幅
広
く
安
全
に
使
え

る
ブ
ラ
ン
コ
で
、
そ
の
他
の

遊
具
も
含
め
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意

見
を
取
り
入
れ
、
石
川
高
専

や
金
沢
大
学
の
専
門
家
に
よ

り
設
計
調
整
し
た
。
年
度
内

に
完
成
予
定
で
あ
る
。

る
。
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、

町
が
事
業
主
体
と
な
る
。
上

田
町
、
野
田
は
町
が
事
業
を

行
う
。

問
　

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業

交
付
金
に
よ
り
、「
能
登
海

ぶ
ど
う
コ
ン
テ
ナ
養
殖
事

業
」
を
行
う
予
定
の
事
業
所

が
あ
り
、
場
所
は
、
宇
出
津

新
港
の
町
有
地
と
あ
る
。
海

洋
深
層
水
を
使
う
の
で
あ
れ

ば
、
小
木
の
「
あ
く
あ
す
能

登
」
の
側
や
小
木
中
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
方
が
便

利
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
宇

出
津
新
港
の
貸
付
予
定
地
が

カ
ギ
型
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

残
地
が
い
び
つ
な
形
と
な
り

利
用
し
に
く
い
。
事
業
そ
の

も
の
に
問
題
は
な
い
が
、
場

所
に
つ
い
て
は
再
考
す
る
べ

き
。

答
　

小
木
の「
あ
く
あ
す
能
登
」

の
側
は
、
県
の
港
湾
施
設
で

物
揚
げ
場
な
ど
に
用
途
が
決

ま
っ
て
い
る
土
地
の
た
め
、

民
間
企
業
へ
の
貸
付
は
難
し

い
。
宇
出
津
新
港
に
は
水
産

総
合
セ
ン
タ
ー
や
鮮
度
保
持

施
設
、
加
工
施
設
な
ど
水
産

に
関
る
施
設
が
多
い
。
ま
た
、

仮設住宅での見守りを強化

　

公
営
住
宅
解
体
費
で
解

体
す
る
34
棟
の
内
訳
を
示

せ
。

宇
出
津
新
港
は
埋
立
て
完
了

よ
り
36
年
が
経
過
し
て
お
り
、

未
利
用
地
の
活
用
を
図
る
上

で
も
適
地
と
考
え
る
。

問
　

被
災
し
た
集
会
所
を
解
体

し
た
後
の
計
画
は
。

答
　

鴨
川
、
上
長
尾
、
国
光
、

笹
川
、
宇
加
塚
の
５
つ
の
集

会
所
を
解
体
す
る
。
解
体
後

は
、
建
設
に
か
か
る
経
費
の

10
分
の
９
を
補
助
す
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を
利
用

し
て
も
ら
い
、
再
建
を
予
定

し
て
い
る
。

インクルーシブブランコ

問
　

地
震
に
よ
る
地
滑
り
被
害

が
あ
っ
た
地
区
の
復
旧
工
事

は
、
県
と
町
ど
ち
ら
の
事
業

か
。

答
　

四
明
ケ
丘
の
復
旧
工
事
は

県
営
事
業
で
、
錦
町
と
崎
山

は
５
戸
以
上
の
受
益
者
が
確

保
で
き
れ
ば
県
営
事
業
と
な

解体される予定の鴨川集会所

解体される予定の波並住宅
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常任委員会レポート

問
　

ほ
場
整
備
事
業
の
後
、
水

生
生
物
等
の
調
査
と
あ
る
が
、

整
備
事
業
に
含
ま
れ
る
も
の

か
。

答
　

水
生
生
物
等
や
水
質
の
調

査
は
、
ほ
場
整
備
事
業
に
含

ま
れ
る
も
の
で
整
備
前
後
の

調
査
を
行
い
、
工
事
の
影
響

を
検
証
す
る
。
調
査
は
、
石

川
県
土
地
改
良
連
合
会
等
が

行
う
。

問
　
「
農
村
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
生
モ
デ
ル
事
業
」
の
実
施

場
所
は
、
九
里
川
尻
地
区
だ

け
で
は
な
い
の
か
。

答
　

こ
の
事
業
は
、
ト
キ
放
鳥

に
向
け
た
エ
サ
場
作
り
が
必

須
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
町

か
ら
４
地
区
に
打
診
し
た
と

こ
ろ
、
九
里
川
尻
地
区
の
他

に
上
町
地
区
が
受
諾
し
た
。

問
　

漁
港
の
災
害
復
旧
費
で
、

鵜
川
、
矢
波
、
波
並
、
藤
波

の
各
漁
港
が
予
算
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
他
の
漁
港
は
ど

う
す
る
の
か
。

答
　

小
木
、
宇
出
津
、
高
倉
の

教委
育員
厚会
生

　

小
路
政
敏 （
委
員
長
）

　

馬
場　

等
（
副
委
員
長
）

　

田
端
雄
市　

金
七
祐
太
郎

　

市
濱　

等　

向
峠
茂
人

　

鍛
治
谷
眞
一

問
　

被
災
者
見
守
り
対
策
強
化

事
業
の
３
０
０
世
帯
の
対
象

者
は
。

答
　

仮
設
住
宅
入
居
者
を
対
象

と
し
、
復
興
基
金
を
活
用
す

る
。

問
　

公
費
解
体
の
手
続
き
に
足

踏
み
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

自
費
解
体
を
勧
め
、
解
体
事

業
の
進
捗
を
図
れ
な
い
か
。

答
　

公
費
解
体
の
手
続
き
は
順

調
で
あ
る
。
自
費
解
体
は
、

倒
壊
し
そ
う
な
危
険
建
物
や
、

解
体
に
同
意
が
得
ら
れ
な
い

等
案
件
に
対
し
、
自
費
解
体

を
適
用
す
る
。
自
費
解
体
で

費
用
償
還
の
対
象
と
な
る
の

は
、
公
費
解
体
が
可
能
な
建

物
で
あ
る
。
自
費
、
公
費
を

案
件
ご
と
に
使
い
分
け
、
少

し
で
も
所
有
者
に
寄
り
添
い

解
体
を
進
め
て
行
き
た
い
。

問
　

学
校
給
食
費
の
中
で
、
寄

附
金
が
修
繕
費
に
充
て
ら
れ

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
　

寄
附
金
の
使
用
目
的
で

「
学
校
の
修
繕
に
充
て
て
ほ

し
い
」
と
い
わ
れ
た
も
の
を

活
用
し
修
繕
し
て
い
る
。

問
　

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
健
康

保
険
証
廃
止
に
伴
う
改
正
だ

と
思
う
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
率
は
？

答
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
率
は
８
月
31
日
現
在
で

90
％
で
あ
る
。

問
　

奥
能
登
で
の
統
合
病
院
の

新
聞
報
道
が
あ
る
が
。

答
　

４
病
院
（
宇
出
津
・
輪

島
・
珠
洲
・
穴
水
）
の
足
並

み
が
震
災
復
旧
の
た
め
、
そ

ろ
わ
な
い
。
現
在
、
４
病
院

の
機
能
を
適
正
化
す
る
こ
と

で
動
き
始
め
て
い
る
。

問
　
「
健
康
福
祉
の
郷
な
ご
み
」

の
現
在
の
状
況
は
。

答
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
使
っ
て

い
た
部
分
と
和
室
や
ホ
ー
ル

は
、
現
在
、
町
に
支
援
に
入

っ
て
い
る
「
特
定
非
営
利
活

動
法
人
パ
ル
シ
ッ
ク
」
に
被

災
者
の
見
守
り
支
援
の
拠
点

と
し
て
貸
し
て
い
る
。
な
ご

み
の
今
後
の
方
針
が
決
ま
る

ま
で
の
間
と
な
っ
て
い
る
。

各
漁
港
は
県
管
轄
で
あ
り
、

国
や
県
で
災
害
復
旧
を
進
め

る
。
町
の
管
轄
す
る
漁
港
は

10
港
あ
り
、
測
量
等
が
完
了

し
だ
い
予
算
計
上
し
て
い
る
。

残
り
の
６
つ
の
漁
港
も
順
次
、

進
め
る
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
の
他
に

質
問
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
財
団
の
「
み
ん
な
の

憩
い
の
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
に
よ
り
、
社
会
福
祉
法

人
佛
子
園
が
計
画
す
る
入
浴

や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
機
能
を
有
す
る「
な
ご
み
」

の
よ
う
な
施
設
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
就
労
支
援
や
健
康

増
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

と
し
て
期
待
で
き
、
能
登
半

島
地
震
か
ら
の
復
興
を
支
え

る
役
割
や
地
域
の
活
性
化
に

と
っ
て
良
い
事
業
と
考
え
ら

れ
る
。

　

し
か
し
、
建
設
予
定
地
は

役
場
の
第
２
駐
車
場
で
あ
り
、

こ
の
駐
車
場
は
、
ど
う
し
て

も
必
要
と
い
う
こ
と
で
民
間

の
土
地
を
約
１
億
円
で
買
上

げ
整
備
し
た
。
さ
ら
に
約
１

億
５
０
０
０
万
円
を
掛
け
て

橋
を
建
設
し
て
い
る
。
目
的

を
も
っ
て
資
金
を
投
じ
て
整

備
し
た
駐
車
場
を
年
間
わ
ず

か
な
金
額
で
貸
し
出
す
こ
と

に
疑
問
を
感
じ
る
。
ま
た
、

貸
し
出
す
土
地
は
、
ほ
ぼ
建

物
の
敷
地
面
積
の
み
で
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
含
ま
れ
て
い
な

い
。
利
用
者
の
駐
車
場
も
含

め
て
考
え
る
べ
き
だ
。

な
お
、
こ
の
こ
と
で
来
庁
者

用
の
駐
車
場
が
不
足
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な

っ
た
場
合
、
ま
た
別
の
場
所

に
駐
車
場
を
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。
事
業
そ
の
も
の
に
問

題
は
な
い
が
、
場
所
に
つ
い

て
は
再
考
す
る
べ
き
。

地震により被害を受けた波並漁港

そ
の
他
の
意
見

宇出津総合病院
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いっぱん質問

問
　

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
11
施
策

中
３
施
策
の
進
捗
を
問
う
。

９月定例会議の一般質問（17日）

議員が、町の一般事務に対してその執行の状況または将来の方針、
政策的提言や行政への批判などを執行者に直接質問することです。

問　DX推進計画３施策の進捗を問う

答　情報共有を図り計画どおり進捗

問　
長
期
評
価
を
受
け
町
の
防
災
対
策
は

答　

有
事
に
備
え
万
全
を
期
す

小
おうら

浦　　肇
はじめ

　議員

答　

総
務
課
長

　

初
期
投
資
と
し
て
約
１
千

万
円
程
度
の
事
例
が
あ
り
、

３
万
４
千
時
間
の
人
件
費
は

憂
慮
す
べ
き
事
案
な
の
で
課

題
を
整
理
し
導
入
を
進
め
る
。

DXの推進（イメージ）

答　

総
務
課
長

⑴
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

と
共
有
化

　

進
捗
率
は
７
月
末
時
点
で
、

全
国
平
均
49
・
１
％
、
県
平

均
41
・
６
％
を
上
回
る
51
・

１
％
で
あ
る
。
今
後
は
標
準

化
対
応
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す

る
為
に
、
デ
ー
タ
の
精
査
と

準
備
を
行
う
。

⑵
テ
レ
ワ
ー
ク
・
モ
バ
イ
ル

端
末
等
の
環
境
整
備

　

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
を

進
め
て
い
た
が
、
能
登
半
島

地
震
で
、
有
線
環
境
が
損
傷

し
た
た
め
機
能
せ
ず
。
今
後

は
、
モ
バ
イ
ル
端
末
の
整
備

に
取
組
む
予
定
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
の
投
資
額

は
い
く
ら
か
。

問 ⑶
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ

導
入
の
検
討

　

デ
ー
タ
入
力
・
登
録
・
集

計
作
業
に
年
間
約
３
万
４
千

時
間
要
し
て
い
る
こ
と
を
把

握
し
た
。
先
行
自
治
体
の
事

例
等
を
調
査
し
、
費
用
対
効

果
を
考
慮
し
、
導
入
に
向
け

引
き
続
き
検
討
す
る
。

答　

町
長

　

Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
会
で
各
課

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、

情
報
共
有
を
図
っ
て
お
り
、

お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
進
捗

　

復
旧
・
復
興
優
先
の
な
か
、

能
登
町
Ｄ
Ｘ
計
画
の
進
捗
評

価
と
今
後
に
つ
い
て
町
長
に

問
う
。

問

し
て
い
る
。

　

防
災
対
策
・
避
難
支
援
な

ど
、
災
害
情
報
の
共
有
や
作

業
負
担
を
軽
減
す
る
に
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
必
要
で
あ

り
、
費
用
対
効
果
を
考
慮
し

な
が
ら
、
復
旧
・
復
興
と
併

せ
て
、
デ
ジ
タ
ル
環
境
整
備

を
進
め
る
。

問
　

地
震
対
策
案
を
検
討
中
と

推
察
す
る
が
、
今
回
の
「
地

震
調
査
研
究
推
進
本
部
」
の

発
表
を
受
け
、
町
の
考
え
方

は
。

答　

総
務
課
長

　

町
民
に
は
、
ま
ず
自
分
自

身
で
で
き
る
備
え
と
し
て

「
自
助
」
の
強
化
を
呼
び
掛

け
る
。
非
常
食
と
水
・
簡
易

ト
イ
レ
等
に
つ
い
て
、
最
低

３
日
分
の
確
保
を
広
報
誌
や

有
線
テ
レ
ビ
・
そ
の
他
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
啓
発
す
る
。

答　

町
長

　
「
地
震
調
査
研
究
推
進
本

部
」
の
発
表
を
受
け
、
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
を
引
き

起
こ
し
た
「
能
登
半
島
北
岸

断
層
帯
」、「
七
尾
湾
東
方
断

層
帯
」
な
ど
複
数
の
海
域
活

断
層
が
あ
る
と
認
識
し
た
。

能
登
半
島
は
多
く
の
活
断
層

に
囲
ま
れ
て
お
り
、
今
回
の

よ
う
な
大
き
な
地
震
が
い
つ

　

町
長
の
考
え
を
受
け
、
担

当
課
は
町
民
に
対
し
ど
の
よ

う
な
啓
発
を
促
す
の
か
。

問 起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。

気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
有

事
に
備
え
万
全
を
期
す
る
。
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いっぱん質問

田
たばた

端 雄
ゆういち

市　議員

問
　

解
体
跡
地
の
空
き
地
が
目

立
ち
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
喪
失
が
心
配
で
あ
る
。
ま

た
、
今
後
の
固
定
資
産
税
の

上
昇
に
よ
る
住
民
の
負
担
と

徴
収
の
困
難
も
予
想
さ
れ
る
。

跡
地
を
町
づ
く
り
に
つ
な
げ

る
有
効
な
利
用
・
活
用
を
図

れ
。

問　町民に一層の寄り添う対応を

答　様々な課題の解決に取り組む
　

住
民
の
課
題
は
新
た
な
段

階
と
な
り
、
支
援
の
仕
組
み

の
中
で
取
り
残
さ
れ
る
方
も

い
る
。
相
談
に
訪
れ
る
住
民

に
は
、
自
分
の
業
務
と
隣
り

合
っ
た
課
題
に
も
誘
導
で
き

る
対
応
で
、
解
決
に
つ
な
げ

る
接
遇
を
望
む
。

問答　

町
長

　

『
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
』
の
取
組
み
で
、
災
害

関
連
死
の
防
止
、
支
援
制
度

か
ら
漏
れ
る
人
を
防
ぐ
、
そ

し
て
で
き
る
だ
け
早
期
に
生

活
再
建
に
つ
な
げ
る
支
援
を

し
て
い
る
。
被
災
者
見
守
り

相
談
事
業
で
は
、
要
配
慮
者

の
個
別
訪
問
や
再
建
の
意
向

な
ど
を
各
課
に
つ
な
げ
て
い

る
。
ま
た
専
門
家
に
よ
る
相

談
会
も
実
施
し
、
課
題
解
決

を
期
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

解体後の空き地（宇出津地内）

問　

解
体
跡
地
の
有
効
活
用
を
探
れ

答　

住
民
の
意
向
も
踏
ま
え
考
え
る

答　

町
長

　

ま
ず
は
、
所
有
者
本
人
の

自
主
再
建
に
向
け
た
後
押
し

を
し
て
い
く
。　

文化財レスキューの様子

そ
の
他
質
問

問
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業

に
よ
り
多
く
の
文
化
財
が
救

わ
れ
た
。
し
か
し
事
業
は
今

年
度
で
終
了
す
る
。
後
継
事

業
を
興
し
、
今
後
の
文
化
財

を
護
る
方
策
を
考
え
よ
。
そ

の
際
、
２
市
２
町
共
有
の
県

立
博
物
館
の
建
設
は
ど
う
か
。

答　

教
育
長

文
化
財
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
は
、

１
年
が
原
則
と
な
っ
て
い
る

が
、
所
有
者
の
意
向
を
踏
ま

え
丁
寧
に
対
応
す
る
。
ま
た
、

後
継
の
事
業
と
し
て
関
係
市

町
と
協
力
し
、
国
、
県
に
協

力
を
求
め
て
い
く
。

答　

町
長

　

県
立
博
物
館
の
分
館
に
つ

い
は
、
２
市
２
町
の
首
長
の

意
見
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
市
街
地
で
、
ま
と
ま

っ
た
宅
地
跡
が
発
生
す
る
場

合
に
は
、
地
域
の
思
い
な
ど

も
考
慮
し
、
災
害
公
営
住
宅

の
整
備
計
画
を
し
て
い
く
。



いっぱん質問

❽

馬
ば ば

場　　等
ひとし

　議員

問　半壊以上の比率が低い理由は

答　他の市町より被害が少ない

問
　

住
家
被
害
の
罹
災
証
明
書

に
よ
る
半
壊
以
上
の
比
率
は
、

輪
島
市
が
59
・
３
％
、
珠
洲

市
が
47
・
８
％
、
穴
水
町
が

47
・
８
％
に
対
し
、
能
登
町

は
19
・
77
％
と
低
い
水
準
で

あ
る
。
こ
の
数
字
に
つ
い
て

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
自
治
体
に

よ
っ
て
判
定
基
準
に
差
異
は

あ
る
の
か
。

問　
能
登
町
復
興
計
画
の
期
間
は
適
正
か

答　
県
の
復
興
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
９
年
に

問
　

能
登
町
の
人
口
減
少
ス
ピ

ー
ド
が
加
速
し
て
い
る
。
能

登
町
復
興
計
画
は
、
県
の
復

興
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
計
画

期
間
を
９
年
と
す
る
べ
き
で

は
な
い
。
復
旧
が
進
ん
だ
と

し
て
も
、
復
興
の
主
体
で
あ

る
町
民
が
不
足
し
再
生
や
創

造
は
困
難
で
あ
る
。
珠
洲
市

な
ど
と
同
じ
６
年
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

町
長

　

町
単
独
で
は
非
常
に
難
し

い
事
業
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

最
初
の
2
年
間
を
「
復
旧

期
」、
次
の
3
年
間
を
「
再

生
期
」、
そ
し
て
後
の
4
年

間
を
「
創
造
期
」
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
ご
と
に
目

標
を
設
定
し
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。
ま
ず
は
、
5

　

輪
島
市
、
珠
洲
市
、
穴
水

町
で
は
全
域
に
わ
た
り
被
害

が
発
生
し
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
能
登
町
で
は
全
域

で
は
な
く
、
隣
接
す
る
市
町

の
境
に
位
置
す
る
内
陸
部
と

沿
岸
部
で
被
害
が
大
き
い
。

　

ま
た
、
住
家
被
害
の
判
定

答　

税
務
課
長

そ
の
他
質
問

問
保
育
の
完
全
無
償
化
や
学

校
給
食
の
無
償
化
は
、
重
要

な
子
育
て
支
援
策
に
な
る
。

早
急
に
行
う
べ
き
で
は
。

答　

町
長

無
償
化
に
つ
い
て
は
震
災

前
か
ら
の
全
国
的
な
広
が
り

は
承
知
し
て
い
る
。
財
源
と

し
て
復
興
基
金
を
使
う
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
国
か
ら

補
助
金
と
し
て
各
自
治
体
に

入
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番

年
以
内
に
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の

復
旧
、
そ
し
て
生
活
環
境
や

生
業
（
な
り
わ
い
）
の
本
格

復
旧
等
を
含
め
、
早
期
の
復

興
に
よ
り
人
口
流
出
阻
止
に

重
点
的
に
取
り
組
む
。

だ
と
思
う
。

　

ふ
る
さ
と
振
興
基
金
を
使

う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、

他
の
事
業
に
し
わ
寄
せ
が
い

く
た
め
、
協
議
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。

復興推進委員会の様子

り災証明調査（イメージ）

　

住
家
被
害
が
準
半
壊
や
一

部
損
壊
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、

再
審
査
の
申
請
を
行
っ
て
い

る
が
、
2
次
、
３
次
、
4
次

の
調
査
に
お
い
て
、
以
前
の

判
定
結
果
が
上
昇
し
た
割
合

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　

住
居
被
害
判
定
が
以
前
よ

り
上
昇
し
た
割
合
は
、
2
次

調
査
で
は
１
，
８
７
４
件
中

６
０
６
件
で
約
3
割
、
３
次

調
査
で
は
２
３
３
件
中
１
０

３
件
で
約
4
割
、
4
次
調
査

で
は
4
件
中
2
件
で
5
割
が

上
昇
し
て
い
る
。

基
準
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府

が
定
め
る
被
害
認
定
基
準
運

用
指
針
に
従
っ
て
行
っ
て
お

り
、
自
治
体
に
よ
る
差
異
は

な
い
。

問答　

税
務
課
長
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𠮷
よしだ

田 義
よしのり

法　議員

問①や
な
ぎ
だ
荘
な
ど
の
公
共

施
設
を
一
般
宿
泊
客
用
に
復

旧
す
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、

民
間
宿
泊
業
者
の
早
期
再
建

支
援
を
求
め
る
。

②
農
家
民
宿
の
開
業
支
援
、

ホ
テ
ル
誘
致
な
ど
不
足
し
て

い
る
宿
泊
施
設
の
確
保
や
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
町

が
潤
う
よ
う
対
処
す
べ
き
と

考
え
る
。

答　

町
長

①
公
共
宿
泊
施
設
で
は
公
費

解
体
等
の
従
事
者
を
受
入
れ

て
い
る
。
一
部
で
は
一
般
客

の
受
入
れ
を
再
開
し
て
い
る
。

宿
泊
事
業
者
に
は
、
な
り
わ

い
再
建
支
援
事
業
や
町
の
上

乗
せ
補
助
制
度
を
設
け
て
い

る
。

②
創
業
・
継
承
支
援
事
業
補

助
金
を
設
け
て
お
り
、
今
年

度
一
件
、
簡
易
宿
泊
施
設
の

問　持続可能な災害公営住宅の建設を

答　意向調査の結果をみて考える

①
災
害
公
営
住
宅
の
団
地
は

で
き
る
限
り
中
心
街
近
く
に

建
設
す
る
と
と
も
に
、
宅
地

の
造
成
も
行
い
、
購
入
の
ほ

か
賃
貸
を
可
能
と
し
集
会
所

や
公
園
も
設
置
し
、
新
し
い

町
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

②
災
害
公
営
住
宅
を
虫
食
い

状
態
に
な
っ
た
街
中
や
農
村

漁
村
地
区
に
も
建
設
を
。
被

災
者
が
退
居
し
た
の
ち
も
需

要
は
あ
る
。

③
災
害
公
営
住
宅
の
払
下
げ

を
選
択
肢
の
一
つ
と
し
、
新

た
に
住
居
の
所
有
を
望
む
方

に
は
、
戸
建
風
の
公
営
住
宅

を
提
供
し
、
の
ち
に
払
下
げ

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

問

答　

町
長

①
団
地
の
候
補
地
は
利
便
性

の
良
い
場
所
を
考
え
、
規
模

に
応
じ
て
集
会
所
は
必
要
と

考
え
る
。
住
家
再
建
や
商
い

を
考
え
る
方
に
は
、
宅
地
の

売
出
し
や
賃
貸
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
見
な
が
ら
考
え
た
い
。

③
災
害
公
営
住
宅
の
払
下
げ

は
選
択
肢
の
一
つ
と
考
え
る

が
、
定
住
住
宅
助
成
金
や
金

融
機
関
に
よ
る
地
震
に
対
応

し
た
融
資
も
あ
る
。

問　

早
急
な
宿
泊
施
設
の
復
旧
・
復
興
を　

答　

復
旧
・
復
興
従
事
者
の
受
入
れ
が
重
要

そ
の
他
質
問

問
災
害
発
生
等
の
緊
急
時
に

町
職
員
Ｏ
Ｂ
を
招
集
し
、
必

要
な
業
務
の
補
助
を
担
っ
て

も
ら
う
制
度
の
制
定
は
で
き

な
い
か
。

答　

町
長

会
計
任
用
職
員
と
し
て
雇

っ
て
い
る
の
で
、
制
度
制
定

ま
で
は
必
要
な
い
と
考
え
る
。

問
体
育
館
や
野
球
場
は
一
つ

ず
つ
と
し
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
合
わ
せ
て
総
合
運
動

災害公営住宅（宮城県岩沼市）

創
業
に
活
用
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
災
害
復
興
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
大
勢
の
関
係
人

口
が
生
ま
れ
て
い
る
。

公
園
と
し
て
整
備
を
行
う
こ

と
が
望
ま
し
い
。
常
時
の
利

用
度
を
考
え
る
と
能
登
高
校

や
能
都
中
学
校
周
辺
が
望
ま

し
く
、
大
き
な
大
会
や
複
数

競
技
の
大
会
を
開
催
す
る
場

合
は
、
内
浦
総
合
運
動
公
園

の
再
整
備
が
適
し
て
い
る
と

考
え
る
。

答　

町
長

公
共
施
設
個
別
施
設
計
画

の
見
直
し
を
行
い
、
提
案
に

あ
る
常
時
の
利
用
度
や
大
き

な
大
会
の
誘
致
な
ど
も
視
野

に
入
れ
、
計
画
の
見
直
し
を

図
る
。

問
今
ど
き
の
猫
の
飼
い
方
を

周
知
す
る
と
と
も
に
、
猫
の

避
妊
・
去
勢
手
術
を
行
う
費

用
を
助
成
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

答　

町
長

室
内
飼
い
を
勧
め
る
チ
ラ

シ
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

避
妊
・
去
勢
手
術
費
に
つ
い

て
は
協
議
す
る
。
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問
　

震
災
に
よ
り
水
田
の
被
害

が
大
き
い
が
、
昨
年
と
比
べ

て
今
年
の
作
付
け
割
合
は
ど

う
か
。
ま
た
来
年
度
の
作
付

け
見
込
み
は
。
復
旧
計
画
は

３
年
で
完
了
予
定
と
聞
い
て

い
る
が
、
令
和
９
年
か
ら
は

令
和
５
年
並
み
の
作
付
け
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

農
林
水
産
課
長

　

４
月
末
時
点
で
対
前
年
比

６
割
を
目
標
と
し
て
い
た
。

６
月
に
現
地
調
査
、
細
目
書

で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
８
割

を
越
え
て
い
る
。
来
年
以
降

は
９
割
の
作
付
け
に
向
け
て

災
害
復
旧
に
着
手
し
て
い
る
。

し
か
し
、
水
路
、
農
道
、
た

め
池
な
ど
農
業
施
設
で
の
災

問
　

柳
田
地
区
の
一
部
区
域
で
、

マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
下
水
が
溢

れ
て
い
る
。
日
に
よ
っ
て
は

臭
い
匂
い
が
漂
う
。
今
後
の

計
画
と
解
決
策
は
。

問　

水
田
の
復
旧
状
況
を
聞
く

答　

３
年
で
復
旧
す
る
確
約
は
で
き
な
い

答　
建
設
水
道
課
担
当
課
長

　

マ
ン
ホ
ー
ル
の
出
水
に
つ

い
て
は
町
で
も
把
握
し
て
お

り
、
汲
み
取
り
等
で
随
時
対

応
し
て
い
る
が
、
追
い
つ
い

て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
復

旧
見
込
み
に
つ
い
て
は
、
柳

田
中
央
処
理
区
（
野
田
地

内
）
は
令
和
８
年
８
月
、
柳

田
右
岸
処
理
区
（
百
万
脇
地

内
）
は
令
和
８
年
12
月
完
了

を
計
画
し
て
い
る
。
本
復
旧

南
みなみ

　　正
まさはる

晴　議員

工
事
の
完
了
ま
で
期
間
が
か

か
る
が
、
水
が
溢
れ
る
事
の

無
い
よ
う
、
バ
イ
パ
ス
配
管

や
汲
み
取
り
な
ど
応
急
対
応

を
行
っ
て
い
く
。

道路から浮き出たマンホール

地震により被害を受けた水田

問　農業集落排水災害復旧状況を聞く

答　応急的対応を引き続き行う

害
が
大
き
い
た
め
、
令
和
９

年
ま
で
に
全
て
復
旧
で
き
る

確
約
は
今
の
と
こ
ろ
で
き
な

い
。
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問
　

藤
波
、
鵜
川
桜
木
間
の
通

称
「
農
免
道
路
」
は
、
国
道

２
４
９
号
線
に
並
行
す
る
重

要
な
道
路
だ
。
間
島
地
区
の

盛
土
崩
壊
で
通
行
止
め
と
な

っ
て
い
る
。
起
点
と
な
る
藤

波
で
「
越
波
通
行
止
め
」
の

遮
断
ゲ
ー
ト
の
封
鎖
を
何
度

も
経
験
し
て
い
る
。
海
岸
沿

い
の
町
民
の
命
を
守
る
大
事

な
も
う
一
本
の
道
路
の
復
旧
、

通
用
再
開
の
計
画
を
示
せ
。

問
　
「
公
費
解
体
」
の
申
請
期

間
が
12
月
27
日
ま
で
延
長
さ

れ
、
解
体
や
修
繕
に
悩
む
町

民
に
と
っ
て
は
大
変
あ
り
が

た
い
決
断
で
あ
っ
た
と
感
謝

す
る
。
た
だ
、
解
体
で
発
生

す
る
災
害
ご
み
の
藤
波
運
動

公
園
駐
車
場
で
の
受
け
入
れ

が
、
11
月
4
日
ま
で
と
告
知

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
先
、
解

体
工
事
が
進
捗
す
れ
ば
、
そ

の
処
理
に
困
る
と
予
想
さ
れ

る
が
、
対
応
策
を
示
せ
。

答　

建
設
水
道
課
長

　

盛
土
区
間
が
崩
落
し
水
道

管
が
破
断
し
た
た
め
、
仮
設

配
管
を
設
置
、
こ
れ
以
上
崩

壊
し
な
い
よ
う
に
応
急
工
事

を
施
し
た
。
現
在
、
国
の
災

害
査
定
の
準
備
を
進
め
て
お

り
、
今
年
度
中
に
工
事
発
注
、

来
年
度
中
の
工
事
完
了
を
目

指
す
。
国
道
２
４
９
号
線
の

不
通
時
に
お
け
る
重
要
な
代

替
え
道
路
で
あ
り
早
期
復
旧

に
向
け
て
努
力
す
る
。

答　

町
長

　

災
害
ゴ
ミ
仮
置
場
の
閉
鎖

に
至
る
主
な
要
因
は
、

①
持
ち
込
み
車
両
の
平
均
台

数
は
、
２
月
に
７
１
０
台
。

５
月
に
は
５
０
５
台
と
減

少
し
て
い
る
。
現
在
は
、

１
０
０
台
を
下
回
る
日
も

あ
る
。

②
持
ち
込
ま
れ
る
ゴ
ミ
に
は
、

災
害
ゴ
ミ
で
は
な
い
と
思

問　

災
害
ご
み
の
受
け
入
れ
期
間
を
示
せ

答　

仮
置
場
は
11
月
４
日
閉
鎖
を
決
定

復旧作業中の農免道路（藤波地内）

災害ごみ仮置場（藤波運動公園駐車場）

鍛
か じ や

治谷 眞
しんいち

一　議員

問　農免道路の復旧を急げ

答　水道管が破裂、復旧に努力

わ
れ
る
ゴ
ミ
が
見
受
け
ら

れ
、
持
ち
込
み
を
断
る
ケ

ー
ス
が
生
じ
て
い
る
。

③
被
災
を
受
け
修
理
中
の
奥

能
登
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
が
10

月
末
を
持
っ
て
修
理
完
了

し
、
ゴ
ミ
の
受
入
れ
が
可

能
と
な
る
。

　

以
上
の
主
な
要
因
を
踏
ま

え
総
合
的
に
判
断
し
閉
鎖
を

決
定
し
た
。
復
興
に
向
け
て

日
常
生
活
を
取
り
戻
す
次
へ

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
閉
鎖
に

理
解
と
協
力
を
願
う
。
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河
かわだ

田 信
のぶあき

彰　議員

志
しこう

幸 松
しょうえい

栄　議員

問
　

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、

多
く
の
墓
が
破
損
し
、
多
く

の
方
が
悩
ん
で
い
る
。
過
去

に
も
、
公
営
の
合
葬
墓
（
血

縁
に
関
係
な
く
複
数
の
人
の

遺
骨
を
共
同
で
納
骨
す
る
墓
）

の
是
非
に
つ
い
て
、
一
般
質

問
が
あ
っ
た
が
、
今
一
度
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答　

町
長

　

６
月
定
例
会
議
で
、
建
屋

を
建
て
た
管
理
型
の
合
葬
墓

で
は
な
く
、
埋
葬
型
の
合
葬

墓
で
あ
れ
ば
、
協
議
し
て
い

く
と
い
う
回
答
を
し
た
。
建

屋
式
で
管
理
型
の
合
葬
墓
は

事
業
費
も
多
大
で
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
も

費
用
が
か
さ
む
こ
と
か
ら
、

埋
葬
型
で
あ
れ
ば
、
計
画
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問　公費解体業者にふるさと納税を

答　協力を得られるよう誠意を尽くす
　

現
在
、
町
の
災
害
復
旧
に

携
わ
っ
て
い
る
業
者
は
ど
の

く
ら
い
に
な
る
の
か
。
復
旧

業
者
に
能
登
町
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
、
住
宅
再
建
に
か
か

る
費
用
に
対
し
て
上
乗
せ
が

で
き
な
い
か
と
考
え
る
。
新

た
な
生
活
再
建
支
援
が
で
き

れ
ば
、
能
登
町
定
住
に
向
け

た
後
押
し
と
な
る
の
で
は
な

い
か
。

問

問　

今
一
度
、
合
葬
墓
の
考
え
を　

答　

埋
葬
型
で
計
画
を
進
め
た
い

答　

町
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
公
費
解

体
に
携
わ
っ
て
い
る
事
業
者

は
56
社
で
あ
る
。
応
急
復
旧

の
水
道
関
係
事
業
者
は
、
日

本
水
道
協
会
の
関
西
支
部
50

市
町
の
管
工
事
組
合
よ
り
派

遣
さ
れ
て
い
た
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

対
し
、
１
０
０
万
円
以
上
の

納
税
が
あ
っ
た
方
に
は
町
か

ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
い
る
。

　

一
部
損
壊
や
、
準
半
壊
、

半
壊
の
方
に
お
い
て
も
非
常

に
困
っ
て
い
る
と
痛
感
し
て

お
り
、
財
源
の
確
保
が
難
し

い
中
で
、
何
か
支
援
が
で
き

な
い
か
協
議
を
し
て
い
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
財

源
と
し
た
生
活
支
援
に
対
す

る
提
案
に
つ
い
て
は
、
そ
の

他
の
復
興
基
金
等
と
合
わ
せ

て
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　

公
共
事
業
に
関
わ
る
事
業

者
に
つ
い
て
は
、
寄
附
に
伴

う
経
済
的
利
益
の
供
与
の
禁

止
と
い
う
事
項
が
あ
る
た
め
、

工
事
の
期
間
中
に
寄
附
を
受

け
る
こ
と
は
控
え
て
い
る
。

　

復
旧
事
業
の
業
者
の
方
に

は
、
能
登
町
へ
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
を
し
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
誠
意
を
持

っ
た
対
応
に
努
め
る
。

能登町企業版ふるさと納税

企業版ふるさと納税とは
　国が認定した地方公共団体の地方創生プ
ロジェクトに対して、企業が寄附を行った
場合に、寄附額の６割を法人関係税から税
額控除する取組み
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向
むかいとうげ

峠 茂
たか と

人　議員

問　被災者への支援情報の提供頻度は

答　町民に寄り添った支援に取り組む

問①
職
員
が
苦
労
し
て
実
施
し

て
い
る
支
援
施
策
が
効
率
的

に
機
能
し
て
い
な
い
。
住
民

と
の
要
望
が
マ
ッ
チ
す
る
よ

う
に
定
期
的
な
意
見
交
換
や

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
を
。

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
支
援
情
報

の
要
望
の
吸
い
上
げ
、
積
極

的
か
つ
定
期
的
な
発
信
を
望

む
。

答　

町
長

①
支
援
施
策
に
関
す
る
定
期

的
な
意
見
交
換
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
範

囲
や
期
間
が
わ
か
ら
な
い
。

町
が
運
営
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
り
定
期
的
に
発
信
し
て

い
く
。

②
町
で
は
、Ｘ
（
エ
ッ
ク
ス
）

に
つ
い
て
１
月
21
日
に
開
設

し
、
３
月
26
日
ま
で
発
信
を

行
い
、
今
は
使
用
し
て
い
な

い
。

　

現
在
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ

る
支
援
情
報
や
行
政
情
報
の

発
信
を
主
と
し
て
い
る
。
町

民
か
ら
の
要
望
や
意
見
の
受

付
は
、
役
場
や
総
合
支
所
に

意
見
箱
を
設
け
て
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
「
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
」
が
あ
り
、
入
力

す
れ
ば
、
必
ず
担
当
課
へ
つ

な
げ
て
回
答
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
町
民
に
寄
り
添

い
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
復

旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

「議会と語ろう会｣を開催します
　このたびの能登半島地震で被災された方々には心からお見舞い申しあげます。地域における要望など
 あなたのお声をお聞かせください。議員が３か所の会場に分かれて皆さまの声をお伺いします。

日　時　11月19日(火）　午後７：００～
場　所　●　能登町役場　　２階　大集会場
　　　　●　柳田公民館　　３階　多目的ホール
　　　　●　内浦総合支所　第１・２会議室
　　　　　　　　　（町内３会場で同時開催）

能登町議会では、議会活動をご理解いただくとともに、町民の皆さまの意見を議会活動に

反映させることを目的に「議会と語ろう会」を開催します。
・能登半島地震・奥能登豪雨に関すること
・能登町議会に関すること
・その他、地域の困りごと、町の重要な事項に関すること

※事前に申し込み等の必要はありませんので、
　お気軽にお越しください。

問合せ：議会事務局　☎62-8540昨年の意見交換会の模様

能登町公式LINE
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いっぱん質問復旧・復興連絡協議会

能登半島地震復旧・復興連絡協議会レポート能登半島地震復旧・復興連絡協議会レポート
【第４回　令和６年８月27日開催】【第４回　令和６年８月27日開催】
町から状況報告
一律5万円の申請件数　　14,590件（96％）
罹災証明書　申請受付件数　　12,111件
被災者生活再建支援金の申請受付件数　363世帯
公費解体の申請受付件数　　1,576件
災害廃棄物の受け入れ状況（藤波運動公園）　累計45,000台
災害廃棄物の搬出状況　陸上14,871トン、海上1,093トン
農地災害　484か所、水路ため池施設　777か所
林道災害被害　13路線　治山事業　相談件数143件、水産被害　52件
仮設住宅入居状況　　571戸全て完成し入居戸数517戸
（二次募集以降に半壊以上となった場合は随時受付）
道路587路線、56河川、砂防３か所
被災宅地等復旧支援事業　受付件数７件、相談件数30件
市町村設置型浄化槽修繕発注状況　108件
上水道被害状況　応急修繕件数1,029件
松波小学校の仮設校舎は８月中に完成、体育館は９月完成予定
文化財レスキューの依頼件数　48件

議会からの提案等 町からの回答

○被災した学校を復旧する際、
　複合機能を持たせることはできないか。

○特急バスの金沢直行便について

○災害廃棄物の受け入れ（藤波の仮置き場）
　はいつまでか

○文化財レスキューについて

被災した学校は原形復旧が原則である

直通便はなくなり、能登空港での乗り継ぎ
が必要となる。便数は５便に増える

11月 4日までの予定である。

指定文化財でないものをレスキューしてい
る。土蔵などから救出して、修復や一時預
かり等を行っている。

復旧・復興連絡協議会の様子

大森町長に提言書を手渡す金七議長

　能登半島地震復旧・復興連絡協議会は、４月の設置から４回
開催し、町からの状況報告と質疑などを行った。議員懇談会の
開催や、宮城県への視察研修などを行い、町の復旧・復興にか
かる要望や提案、また復興計画に提言できるよう協議を重ねた。
　９月19日には、町長に一部損壊や準半壊の判定を受けた住
民への手厚い支援、体育施設等の早期整備など10項目を明記
した「能登半島地震からの復興に向けた提言書」を手渡した。

【議会からの提言書を提出】
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いっぱん質問活動レポート

能登町議会議員なり手不足解消特別委員会

常任委員会視察研修レポート

災害公営住宅のタイムリーな供給が必要！
（宮城県岩沼市・亘理町　令和６年７月22日～24日）

　　総務産業建設常任委員会副委員長　　小浦　　肇

【視察目的】
　・集団移転の実現とコミュニティの形成
　・災害公営住宅候補地の選定や譲渡　　など

【まとめ】
・被災者のニーズは、時間経過と共に変化するので、中長期計
画に工夫を織込む必要がある。
・災害公営住宅は、将来「非被災者（一般住民・移住者）」の
利用となるので、「まちづくり」・「街並み」等を意識し、
場所や仕様など考える必要がある。
・災害公営住宅（木造戸建て住宅）が譲渡できるのは、耐用
年数の1/4が過ぎてからであるが、東北地方太平洋沖地震
で、特例的に1/6に認められた。能登町も国に要望すべき
である。

　７月18日に第６回、８月２日に第７回の特別
委員会を開催し、活動経過の確認と、なり手不足
解消のための議会改革の案について協議した。

なり手不足解消調査特別委員会の様子

参考
東北地方太平洋沖地震

　平成23年３月11日(金)午後２時46分　三陸沖を
震源(震源の深さ24キロメートル)とする東北地方
太平洋沖地震が発生。地震の規模はM9.0で、日本
の観測史上最大規模だった。

東北地方太平洋沖地震/能登半島地震

直接死者
（人）

被災家屋
（戸）

浸水比率
（％） データ月

岩沼市 180 5,428 48
H23.7

亘理町 248 3,000 50
能登町 2 5692 不明 R6.9

*R６.９.24 石川県被害報(第161報)より

宮城県岩沼市役所で災害復興住宅などの説明を受ける

災害公営住宅を視察（宮城県亘理町）

衆議院第一議員会館で復興基金の説明を受ける



　令和６年能登半島地震により、町民が行政に求めるニーズが一変し、
町政の運営に大変苦慮されていると推察する。
　発災当初から、各分野のエキスパートを全国各地から当町に派遣して
いただき、現在、復旧復興に御尽力いただいている。これは当町の職員
にとっては、この上ないスキルアップのチャンスでもあり、そのスキル
をしっかりと吸収し、今後、他の地域で災害があった際には、当町職員
がいち早く駆け付け、この恩返しができるよう資質向上に努められたい。
また、この震災をきっかけに、新たな関係人口が創出されたことも事実
であり、今後はさらなる関係人口の構築や拡大を図り、末永く能登の復
興に携わっていただくような働きかけをお願いしたい。
　今回の震災による当町の避難所体制の在り方や、備蓄品の保管など、
危機管理の面から再度検証し、併せて被災状況の記録をしっかりとまと
めていただきたい。これは、後世にこの震災を語り継ぐための貴重な資
料となる。
　終わりに、千年に一度と言われるこの能登半島地震により、我々が住
む奥能登地区は、ある意味では『地震大国 日本』において、震災から
復興していく先進地となる。能登の自然、歴史や文化を守り継承しつつ、
全国に誇れる新しいまちづくりが成し遂げられることを切に願い、決算
特別委員会からの総括とする。
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いっぱん質問決算特別委員会

決算特別委員会を設置し令和５年度会計決算を認定

トキ放鳥予定地（九里川尻）を視察

決算特別委員会の様子

①　長年続いたコロナ禍からようやく平常に戻り、こ
れからという矢先の能登半島地震であった。その最
前線に立ち、対応にあたっている町職員をはじめ、
全国からの応援、ボランティアの皆様には最大限の
感謝と敬意を表したい。決算においては、震災によ
りやむを得ない明許繰越や、未執行が見受けられる
が、次年度以降の事業計画の見直しを行い、適正な
予算執行に努められたい。

②　震災以降、各種手続きに来庁される方々や、多方
面での問い合わせの対応に追われていると思われる
が、多忙な業務の中であっても、被災した町民に寄
り添い、懇切丁寧な対応にあたって頂きたい。

③　町税の収納について、引き続き奥能登地区地方税
滞納整理機構と連携して収納未済に対する取り組み
を行っていただくと共に、震災により、事情が大き
く変わった納税者に対しては実情にあった対応にあ
たるなど、引き続き適正な収納に努められたい。

④　水道・下水道事業について、アセットマネジメン
トを実施し、その結果を基に水道ビジョンを策定さ
れていたが、震災による管路修繕、人口減少による
ダウンサイジングなど大幅な見直しが求められる。
今後、町が定める復興計画と調整を図り、持続可能
な運営を再考されたい。

⑤　病院事業について、看護師等修学資金貸付事業で
採用された看護師が離職しないよう、定期的なヒア
リングやフォローを行い、定着するよう、より一層
の努力を求める。また、奥能登二市二町の公立病院
とのさらなる連携強化や、予約制乗合タクシーの利
便性を図るなど、町民が安心して来院できる環境の
構築に努められたい。

決算特別委員会
　委 員 長　　𠮷田　義法
　副委員長　　馬場　　等
　委　　員　　小浦　　肇
　委　　員　　南　　正晴
　委　　員　　市濱　　等
　委　　員　　小路　政敏
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いっぱん質問主な議会活動

令和６年出欠状況表
〇…出席　　欠…冠婚葬祭 通院 私事都合等により欠席　　公…他の公務あり　―…対象外　　オ…オブザーバーとして議長が出席　

月　日 議員名会議名

小
浦　

 　

肇

𠮷
田　

 

義
法

馬
場　
　

 

等

田
端　

 

雄
市

金
七 

祐
太
郎

南　
　

 

正
晴

市
濱　
　

 

等

小
路　

 

政
敏

酒
元　

 

法
子

河
田　

 

信
彰

向
峠　

 

茂
人

志
幸　

 

松
栄

鍛
治
谷 

眞
一

７月18日 広報編集特別委員会 ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ― ― ― ― ―
７月18日 なり手不足解消調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
７月18日 議員懇談会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
８月 ２日 議会運営委員会 ― ○ ○ ― オ ― ― ○ ○ ○ ○ ― ―
８月 ２日 議員懇談会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
８月 ２日 なり手不足解消調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
８月27日 能登半島地震復旧・復興連絡協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
８月30日 議会運営委員会 ― ○ ○ ― オ ― ― ○ ○ ○ ○ ― ―
９月 ３日 議員全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月 ３日 議員懇談会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月 ６日 ９月定例会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月 ９日 常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月10日 決算特別委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ―
９月11日 決算特別委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ―
９月12日 決算特別委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ―
９月13日 決算特別委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ―
９月13日 総務産業建設常任委員会 ○ ○ ― ― ― ○ ― ― 欠 ○ ― ○ ―
９月17日 ９月定例会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月19日 ９月定例会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７
月
10
日　

全
国
地
方
議
会
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
４
（
東
京
都
）

７
月
18
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会
・
能
登
町
議
会
議
員
な
り
手
不
足
解
消
調
査

特
別
委
員
会
・
議
員
懇
談
会

７
月
22
日　

常
任
委
員
会
管
外
視
察
（
宮
城
県
岩
沼
市
・
亘
理
町
・
〜
24
日
ま
で
）

７
月
24
日　

議
長
・
副
議
長
・
委
員
長
研
修
会
（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
金
沢
）

８
月
２
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
議
員
懇
談
会
・
能
登
町
議
会
議
員
な
り
手
不
足

解
消
調
査
特
別
委
員
会

８
月
22
日　

議
員
・
監
査
委
員
合
同
研
修
会

　
　
　
　
　
（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
金
沢
）

８
月
27
日　

能
登
町
子
ど
も
議
会
・
令
和
６
年

　
　
　
　
　

能
登
半
島
地
震
復
旧
・
復
興
連
絡

　
　
　
　
　

協
議
会

８
月
30
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
月
３
日　

議
員
全
員
協
議
会
・
議
員
懇
談
会

９
月
６
日　

第
４
回
能
登
町
議
会
９
月
定
例
会
議

　
　
　
　
　
（
議
案
上
程
）

９
月
９
日　

各
常
任
委
員
会

９
月
10
日　

決
算
特
別
委
員
会
（
〜
13
日
ま
で
）

９
月
13
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

９
月
17
日　

第
４
回
能
登
町
議
会
９
月
定
例
会
議
（
一
般
質
問
）

９
月
19
日　

第
４
回
能
登
町
議
会
９
月
定
例
会
議
（
採
決
）

９
月
30
日　

県
町
村
議
会
議
長
会
議
長
協
議
会
（
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

７
月
か
ら
９
月
の
主
な
議
会
活
動

議員・監査委員合同研修会
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9
月
21
日
か
ら
22
日
に
か
け

て
能
登
地
方
を
襲
っ
た
記
録
的

な
豪
雨
は
、
復
旧
・
復
興
の
さ

な
か
の
私
た
ち
に
更
な
る
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
地
震
に

大
雨
、
度
重
な
る
災
害
に
皆
さ

ま
の
悲
痛
な
声
を
お
聴
き
し
、

誰
も
取
り
残
さ
な
い
被
災
者
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
、
小
木
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
の
浦
田
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
地

域
か
ら
学
校
が
な
く
な
る
こ
と

は
何
よ
り
も
寂
し
い
こ
と
で
す

が
、
統
合
後
も
子
ど
も
た
ち
を

地
域
全
体
で
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
小
路
政
敏
）

　    

広
報
編
集

    　

特
別
委
員
会

 

委 

員 

長　

馬
場　
　

等

 

副
委
員
長　

小
浦　
　

肇

 

委　
　

員　

𠮷
田　

義
法

 　
　
　
　
　

田
端　

雄
市

　
　
　
　

 　

南　
　

正
晴

 　
　
　
　
　

小
路　

政
敏

 　
　
　
　
　
　

まちかどインタビュー

 インタビュー

まち
どか

次の定例会議は12月６日開会予定です。
　議会の日程については、決定しだい町のホームページ、町公式 LINE および有線テレビで
お知らせしています。

海洋教育を受ける生徒（右上は浦田さん）

　

今
回
は
、
小
木
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
「
浦
田 

慎
」

さ
ん
で
す
。
能
登
町
の
学
校

教
育
を
支
援
す
る
仕
事
に
つ

い
て
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

 

　

小
路
政
敏
）

授
業
を
受
け
て
お
り
、
関
係

人
口
の
拡
大
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

◆
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
ど
ん

な
取
り
組
み
を

　

ご
存
知
の
通
り
、
小
木
中

学
校
は
今
年
度
で
閉
校
が
決

定
し
て
お
り
ま
す
。
最
後
の

年
と
い
う
こ
と
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
の
ほ
か
に
閉
校
準
備
委

員
会
の
委
員
長
も
兼
任
し
て

お
り
ま
す
。
卒
業
生
で
な
い

自
分
が
こ
う
い
っ
た
役
割
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

当
初
は
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
学
校
の
先

生
方
と
共
に
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
見
守
っ
て
き
た
経
験

を
踏
ま
え
、
保
護
者
の
思
い

を
よ
り
良
い
か
た
ち
で
学
校

と
共
有
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
ま
す
。
現
在
の
日
本

で
は
、
学
校
に
一
方
的
に
苦

情
を
言
う
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
保
護
者
・
地
域
が
教
育

委
員
会
や
先
生
方
と
一
緒
に

工
夫
し
て
良
い
学
校
を
作
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
し
、
そ
の
た
め
の

仕
組
み
は
統
合
後
も
引
き
続

き
必
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

◆
行
政
と
議
会
へ
期
待
す
る

こ
と
は

　

こ
の
た
び
の
大
地
震
に
よ

る
災
害
で
は
、
行
政
の
判
断

に
大
き
な
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
当
初
の
避
難
所
設

置
や
そ
の
後
の
運
営
、
被
災

者
へ
の
対
応
で
は
、
多
く
の

住
民
が
役
場
職
員
に
感
謝
し
、

行
政
・
議
会
へ
の
信
頼
や
期

待
を
高
め
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
半
年
が
過
ぎ
、

「
え
、
あ
の
方
が
能
登
を
離

れ
る
？
」
と
い
う
話
を
時
々

耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
震
災
当
初
、
止
む
を
得

ず
地
元
を
離
れ
た
方
と
は
事

情
の
異
な
る
方
々
が
、
ひ
っ

そ
り
と
冷
静
に
判
断
し
、
地

域
を
離
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
行
政
と
議
会
に
は

ぜ
ひ
そ
こ
に
意
識
を
向
け
、

住
民
が
将
来
に
期
待
を
持
て

る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
能
登
の
里
海
を
全
国
へ
発
信
!!

◆
能
登
町
に
移
住
す
る
前
は

ど
ち
ら
に

　

私
は
金
沢
の
出
身
で
、
金

沢
大
学
で
生
物
学
の
研
究
を

し
た
後
、
大
阪
大
学
を
経
て

広
島
大
学
に
勤
め
て
い
ま
し

た
。
２
０
１
４
年
に
一
般
社

団
法
人
能
登
里
海
教
育
研
究

所
が
設
立
さ
れ
、
事
業
を
開

始
す
る
に
あ
た
っ
て
海
洋
教

育
の
経
験
者
が
必
要
と
い
う

こ
と
で
、
２
０
１
５
年
に
小

木
に
単
身
赴
任
し
ま
し
た
。

翌
年
に
は
尾
道
に
い
た
家
族

も
移
住
し
、
家
族
４
人
で
の

生
活
と
な
り
ま
し
た
。

◆
研
究
所
で
は
ど
ん
な
仕
事
を

　

能
登
里
海
教
育
研
究
所
は
、

２
０
１
５
年
度
よ
り
文
科
省

の
教
育
課
程
特
例
校
の
指
定

を
受
け
て
い
る
小
木
小
学

校
「
里
海
科
」
の
支
援
を
中

心
に
、
金
沢
大
学
や
の
と
海

洋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
漁

協
小
木
支
所
な
ど
と
協
力
し

て
、
能
登
の
海
の
価
値
を
子

ど
も
た
ち
に
う
ま
く
伝
え
る

仕
組
み
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
学
校
の
先
生
方
と

と
も
に
実
現
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
海
洋
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び

に
プ
ラ
ス
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
県
外
の
学
校
で
も
導
入

さ
れ
、
能
登
の
地
域
資
源
の

一
つ
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
在
は
能
登
町
の
全
児
童
生

徒
数
よ
り
も
多
い
数
の
県
外

の
子
ど
も
た
ち
が
研
究
所
の

こ
の
た
び
の
奥
能
登
豪
雨
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一日
も
早
く
平
常
の
生
活
へ
戻
れ
ま
す
よ
う
議
会

も
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。


